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(57)【要約】
　有害生物防除組成物は、相乗的に有効な量のスルホキ
シイミン系ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈ
Ｒ）アゴニスト化合物およびＮ－（３－クロロ－１－（
ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）
－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロ
ピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ
－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４
－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフル
オロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（ＩＩ）
、またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択され
る有害生物防除剤を含んでなる。有害生物の防除法は、
有害生物の集団の付近に有害生物防除組成物を散布する
ことを含んでなる。植物を昆虫による発生および攻撃か
ら保護する方法は、植物を相乗的な有害生物防除組成物
と接触させることを含んでなる。
【化１】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相乗的に有効な量の：
　　スルホキシイミン系ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アゴニスト化合
物；および
　　Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－
Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）
，Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ
－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド
（ＩＩ）
【化１】

　　またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除剤；
を含んでなる有害生物防除組成物。
【請求項２】
　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物が、スルホキサフロルを含んでなる請
求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　さらに植物学的に許容され得る不活性担体を含んでなる請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　さらに界面活性剤、安定化剤、催吐剤、崩壊剤、消泡剤、湿潤剤、分散剤、結合剤、染
料、充填剤またはそれらの組み合わせから選択される添加剤を含んでなる請求項１に記載
の組成物。
【請求項５】
　さらに殺ダニ性、殺藻性、殺鳥性、殺バクテリア性、殺菌・殺カビ性、除草性、殺虫性
、ナメクジ駆除性、殺線虫性、殺鼠性、殺ウイルス性、またはそれらの特性の組み合わせ
を有する１もしくは複数の化合物を含んでなる請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
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　さらに摂食阻害物質、鳥類忌避剤、不妊剤、除草剤薬害軽減剤、昆虫誘引剤、昆虫忌避
剤、哺乳動物忌避剤、交尾攪乱剤、植物活性化剤、植物成長調整物質、相乗剤またはそれ
らの組み合わせである１もしくは複数の化合物を含んでなる請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約５１３：１以下で
ある請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約２５６：１以下で
ある請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約１２８：１以下で
ある請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約６４：１以下であ
る請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約３２：１以下であ
る請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約２：１以下である
請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩、およびスル
ホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比がＸ：Ｙであり；ここで
　Ｘが有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩の重量部
であり、そして数値範囲が０＜Ｘ＜２０であり；
　Ｙがスルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量部であり、そして数値範囲
が０＜Ｙ＜２０である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩、およびスル
ホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比の範囲がＸ1：Ｙ1～Ｘ2：Ｙ2であり
；ここで以下の条件：
（ａ）　Ｘ1＞Ｙ1かつＸ2＜Ｙ2；または
（ｂ）　Ｘ1＞Ｙ1かつＸ2＞Ｙ2；または
（ｃ）　Ｘ1＜Ｙ1かつＸ2＜Ｙ2

の一つが満たされる、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　請求項１に記載の有害生物防除組成物を、有害生物の集団付近に有害生物を防除するた
めに十分な量で散布することを含んでなる有害生物の防除法。
【請求項１６】
　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物がスルホキサフロルを含んでなる請求
項１５に記載の方法。
【請求項１７】
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　有害生物が、樹液を餌とする昆虫を含んでなる請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　有害生物が茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓである請求項１５に記載
の方法。
【請求項１９】
　植物を請求項１に記載の有害生物防除組成物と接触させることを含んでなる、昆虫によ
る発生および攻撃から植物を保護する方法。
【請求項２０】
　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物が、スルホキサフロルを含んでなる請
求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　本出願は、２０１３年１０月２２日に「相乗的有害生物防除組成物および関連する方法
」という名称で出願された米国特許仮出願第６１／８９４，０４５号の出願日遡及の特典
を主張する。
【０００２】
　本開示は、線形動物門、節足動物門および／または軟体動物門の有害生物に対して有害
生物防除の用途を有する化合物の分野、そのような化合物の製造法、およびそのような方
法に使用する中間体に関する。これらの化合物は、例えば殺線虫剤、殺ダニ（ａｃａｒｉ
ｃｉｄｅ）、殺ダニ（ｍｉｔｉｃｉｄｅ）および／またはナメクジ駆除剤（ｍｏｌｌｕｓ
ｃｉｃｉｄｅ）として使用することができる。
【背景技術】
【０００３】
　有害生物集団を防除することは、ヒトの健康、現代農業、食料の貯蔵および衛生に必須
である。農業に損失をもたらす１００００種以上の有害生物が存在し、そして世界規模で
の農業的損失は毎年、米ドルで数十億ドルにも上る。したがって新規な有害生物防除剤お
よびそのような有害生物防除剤の製造および使用法について絶え間ない必要性が存在する
。
【０００４】
　殺虫剤抵抗性対策委員会（ＩＲＡＣ）は、殺虫剤をその殺虫剤の作用機構の最も入手可
能な証拠に基づきカテゴリーに分類した。ＩＲＡＣ作用機構グループ４Ｃの殺虫剤は、ス
ルホキシイミン系化合物であるニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アゴニス
トである。このクラスの殺虫剤は、ｎＡＣｈＲでアセチルコリンのアゴニスト作用を模倣
し、影響を受けた昆虫の過興奮を引き起こすと考えられている。アセチルコリンは昆虫の
中枢神経系において主要な興奮性神経伝達物質である。このクラスの殺虫剤の例は、スル
ホキサフロル（Ｎ－［メチルオキシド［１－［６－（トリフルオロメチル）－３－ピリジ
ニル］エチル］－λ4－スルファニリデン］シアンアミド）である。
【０００５】
　異なる作用機構を有する有害生物防除剤をローテーションで散布することは、良好な有
害生物の管理プラクティスに適合するかもしれないが、この方法で満足な有害生物の防除
が必ずしも行えるわけではない。さらにたとえ有害生物防除剤の組み合わせが研究されて
きていても、常に高い相乗的作用が見出されてきたわけでもない。
【発明の開示】
【０００６】
　本明細書で使用する用語「相乗効果（ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ｅｆｆｅｃｔ）」また
はその文法上の変形は、２以上の活性化合物を合わせた活性が、各活性化合物単独の活性
の和を超える２以上の活性化合物の組み合わせで遭遇する協同的作用（ｃｏｏｐｅｒａｔ
ｉｖｅ　ａｃｔｉｏｎ）を意味し、そして含む。
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　本明細書で使用する用語「相乗的に有効な量（ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃａｌｌｙ　ｅｆ
ｆｅｃｔｉｖｅ　ａｍｏｕｎｔ）」は、上記定義の相乗効果を提供する２以上の活性化合
物の量を意味し、そして含む。
【０００８】
　本明細書で使用する用語「有害生物の防除に有効な量（ｐｅｓｔｉｃｉｄａｌｌｙ　ｅ
ｆｆｅｃｔｉｖｅ　ａｍｏｕｎｔ）」は、少なくとも１つの有害生物に有害性（ａｄｖｅ
ｒｓｅ　ｅｆｆｅｃｔ）を引き起こす活性な有害生物防除剤の量を意味し、そして含み、
ここで有害性とは自然な発生、死、制御（ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ）等からの逸脱（ｄｅｖ
ｉａｔｉｏｎ）を含むことができる。
【０００９】
　本明細書で使用する用語「防除（ｃｏｎｔｒｏｌ）」またはその文法上の変形は、生存
している有害生物の数を制御すること、または有害生物の生存可能な卵の数を制御するこ
と、またはその両方を意味し、そして含む。
【００１０】
　本明細書で使用する用語「ニコチン性アセチルコリン受容体（ＡＣｈＲ）アゴニスト化
合物」は、作用機構の最も入手可能な証拠に基づいて、殺虫剤抵抗性対策委員会（ＩＲＡ
Ｃ）によりＩＲＡＣ作用機構グループ４Ｃに分類される任意の殺虫剤を意味し、そして含
む。
【００１１】
　一つの特定の態様では、有害生物防除組成物は、相乗的に有効な量の、スルホキシイミ
ン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物とＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１
Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル
）チオ）プロパンアミド（Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ
－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）
スルフィニル）プロパンアミド（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択
される有害生物防除剤との組み合わせを含んでなる。
【００１２】
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【化１】

【００１３】
　Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ
－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）、
Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－
エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（
ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除剤は、酸素の
存在下で対応するスルホンに酸化できると考えられる。
【００１４】
　実施例で示すように、相乗効果の存在はＣｏｌｂｙ　Ｓ．Ｒ．，“Ｃａｌｃｕｌａｔｉ
ｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ
ｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ，”Ｗｅｅｄｓ，１９６７，
１５，２０－２２に記載されている方法を使用して測定される。
【００１５】
　驚くことに、本開示の有害生物防除組成物は、スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニス
ト化合物および有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩
が単独で散布された場合に達成できるよりも、低いレベルで合わせた濃度のスルホキシイ
ミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物および有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれら
の農業的に許容され得る塩を使用して、優れた有害生物の防除を有することが見出された
。換言すると、相乗的な有害生物防除組成物は、組成物で使用する活性化合物の特性の集
合（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）を生じる２つの活性化合物の単なる混合物ではない。
【００１６】
　幾つかの態様では、有害生物防除組成物は、相乗的に有効な量の、スルホキサフロルと
Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－
エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）、Ｎ
－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エ
チル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（Ｉ
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せを含んでなることができる。
【００１７】
　表１Ａは、相乗的な有害生物防除組成物中の有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそ
れらの農業的に許容され得る塩　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の
重量比を表す。幾つかの態様では、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲ
アゴニスト化合物の重量比は、約２０：１から約１：２０の間であることができる。幾つ
かの態様では、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の
重量比は、約１５：１から約１：１５の間であることができる。幾つかの態様では、有害
生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約１０：
１から約１：１０の間であることができる。幾つかの態様では、有害生物防除剤　対　ス
ルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約５：１から約１：５の間で
あることができる。幾つかの態様では、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣ
ｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約４：１から約１：４の間であることができる。幾つ
かの態様では、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の
重量比は、約３：１から約１：３の間であることができる。幾つかの態様では、有害生物
防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約２：１から
約１：２の間であることができる。幾つかの態様では、有害生物防除剤　対　スルホキシ
イミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約１：１であることができる。さらに
前記態様の有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量
比の限界は相互変換が可能である。非限定的例として、有害生物防除剤　対　スルホキシ
イミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約１：３から約２０：１の間であるこ
とができる。
【００１８】
【表１Ａ】

【００１９】
　相乗的な有害生物防除組成物になると想定される有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）また
はそれらの農業的に許容され得る塩　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合
物の重量比は、Ｘ：Ｙとして表示することができ、ここでＸは有害生物防除剤（Ｉ）、（
ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩の重量部であり、そしてＹはスルホキシイ
ミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量部である。表１Ｂに図で表すように、Ｘの重量
部の数値範囲は０＜Ｘ＜２０であり、そしてＹの重量部の数値範囲は０＜Ｙ＜２０である
。非限定的例として、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化
合物の重量比は、約２０：１であることができる。
【００２０】
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【表１Ｂ】

【００２１】
　相乗的な有害生物防除組成物になると想定される有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）また
はそれらの農業的に許容され得る塩　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合
物の重量比の範囲は、Ｘ1：Ｙ1～Ｘ2：Ｙ2で表すことができ、ここでＸおよびＹは上記定
義の通りである。一つの特定の態様では、重量比の範囲はＸ1：Ｙ1～Ｘ2：Ｙ2であること
ができ、ここでＸ1＞Ｙ1かつＸ2＜Ｙ2である。非限定的例では、有害生物防除剤　対　ス
ルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比の範囲は、約３：１から約１：３
の間であることができる。幾つかの態様では、重量比の範囲はＸ1：Ｙ1～Ｘ2：Ｙ2である
ことができ、ここでＸ1＞Ｙ1かつＸ2＞Ｙ2である。非限定的例として有害生物防除剤　対
　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比の範囲は、約１５：１から約
３：１の間であることができる。さらなる態様では、重量比の範囲はＸ1：Ｙ1～Ｘ2：Ｙ2

であることができ、ここでＸ1＜Ｙ1かつＸ2＜Ｙ2である。非限定的例として、有害生物防
除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比の範囲は、約１：３
から約１：２０の間であることができる。
【００２２】
　表１Ｃは、本開示の特定の態様に従い、相乗的な有害生物防除組成物中の有害生物防除
剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩　対　スルホキシイミン系ｎ
ＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比を表す。幾つかの特定の態様では、有害生物防除剤　
対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約５１３：１以下であ
ることができる。さらなる態様では、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈ
Ｒアゴニスト化合物の重量比は、約２５６：１以下であることができる。さらなる態様で
は、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、
約１２８：１以下であることができる。さらなる態様では、有害生物防除剤　対　スルホ
キシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約６４：１以下であることができ
る。さらなる態様では、有害生物防除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト
化合物の重量比は、約３２：１以下であることができる。さらなる態様では、有害生物防
除剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、約２：１以下で
あることができる。
【００２３】
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【表１Ｃ】

【００２４】
　相乗的な有害生物防除組成物中の有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業
的に許容され得る塩　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比は、
表１Ａ、表１Ｂおよび表１Ｃに記載した範囲で変動しても、または異なってもよい。当業
者は、相乗的に有効な量の活性化合物の組み合わせが、様々な優勢条件（ｐｒｅｖａｉｌ
ｉｎｇ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ）によって変動し得ることを認識している。そのような優
勢条件の非限定的例には、有害生物の種類、作物の種類、散布様式、散布時期、気候条件
、土壌条件、地理的特性などを含むことができる。当業者は、相乗的に有効な量のスルホ
キシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物および有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）または
それらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除剤を、優勢条件に従い容易
に決定することができると考えられる。
【００２５】
　幾つかの態様では、有害生物防除組成物は、相乗的に有効な量の、スルホキシイミン系
ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物とＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－
ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チ
オ）プロパンアミド（Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スル
フィニル）プロパンアミド（ＩＩ）、またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択さ
れる有害生物防除剤との組み合わせ、および植物学的に許容され得る不活性担体（例えば
固体担体または液体担体）を含んでなることができる。
【００２６】
　他の態様では有害生物防除組成物は、界面活性剤、安定化剤、催吐剤、崩壊剤、消泡剤
、湿潤剤、分散剤、結合剤、染料、充填剤またはそれらの組み合わせから選択される少な
くとも一つの添加剤をさらに含んでなることができる。
【００２７】
　特定の態様では、各有害生物防除剤（スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物
、およびＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル
）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（
Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）
－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンア
ミド（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除剤）は
、水和剤（ｗｅｔｔａｂｌｅ　ｐｏｗｄｅｒ）、乳剤（ｅｍｕｌｓｉｆｉａｂｌｅ　ｃｏ
ｎｃｅｎｔｒａｔｅ）、水性もしくは液体フロワブル剤、ＳＣ（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　
ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）剤または有害生物防除剤に使用される従来の製剤の任意の一つ
として別々に配合されることができ、次いで液体噴霧混合物として散布するために水また
は他の液体と現場でタンク混合されることができる。所望により、別々に配合された有害
生物防除剤を順次散布することもできる。
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【００２８】
　幾つかの態様では、相乗的な有害生物防除組成物は、より濃縮された一次組成物に配合
されることができ、これは次いで水または他の希釈剤で使用前に希釈される。そのような
態様では、相乗的有害生物防除組成物はさらに表面活性剤を含むことができる。
【００２９】
　一つの特定の態様では、昆虫の発生（ｉｎｆｅｓｔａｔｉｏｎ）および攻撃から植物を
保護する方法は、相乗的に有効な量の、スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物
とＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ
－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）、
Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－
エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（
ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除剤との組み合
わせを含んでなる有害生物防除組成物を植物に接触させることを含んでなる。
【００３０】
　他の態様では、昆虫の発生および攻撃から植物を保護する方法は、相乗的に有効な量の
、スルホキサフロルとＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロ
パンアミド（Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール
－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル
）プロパンアミド（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生
物防除剤との組み合わせを含んでなる有害生物防除組成物を植物に接触させることを含ん
でなる。
【００３１】
　幾つかの態様では、有害生物防除組成物は固体の形態であることができる。固体形態の
非限定的例は、散剤（ｐｏｗｄｅｒ）、粉剤または粒剤の製剤を含むことができる。
【００３２】
　他の態様では、有害生物防除組成物は液体製剤の形態であることができる。液体形態の
例には、限定するわけではないが、適切な液体担体中の分散物、懸濁物、乳液または溶液
を含むことができる。特定の態様では、相乗的な有害生物防除組成物は、液状分散物の形
態であることができ、ここで相乗的な有害生物防除組成物は、水または他の農業的に適切
な液体担体に分散されることができる。
【００３３】
　特定の態様では、相乗的な有害生物防除組成物は適切な有機溶媒中の溶液の形態である
ことができる。一つの態様では、農業化学で広く使用されているスプレーオイルを相乗的
な有害生物防除組成物の有機溶媒として使用することができる。
【００３４】
　一つの特定の態様では、有害生物の防除法は有害生物の集団付近に有害生物防除組成物
を散布することを含んでなり、ここで有害生物防除組成物は、相乗的に有効な量の、スル
ホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物とＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオ
ロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロ
プロピル）スルフィニル）プロパンアミド（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る
塩から選択される有害生物防除剤との組み合わせを含んでなる。
【００３５】
　他の態様では、有害生物の防除法は有害生物の集団付近に有害生物防除組成物を散布す
ることを含んでなり、ここで有害生物防除組成物は、相乗的に有効な量の、スルホキサフ
ロルとＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）
－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ
）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－
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Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミ
ド（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除剤との組
み合わせを含んでなる。
【００３６】
　有害生物の防除は、有害生物の防除に有効な量の相乗的な有害生物防除組成物を、スプ
レー、局所処理、ゲル、種子のコーティング、マイクロカプセル化、浸透性摂取（ｓｙｓ
ｔｅｍｉｃ　ｕｐｔａｋｅ）、ベイト剤（ｂａｉｔｓ）、イヤータグ（ｅａｒｔａｇｓ）
、食塊（ｂｏｌｕｓｅｓ）、噴霧剤（ｆｏｇｇｅｒｓ）、燻蒸剤　エアゾル、粉剤等の形
態で散布することにより達成することができる。
【００３７】
　このような開示する有害生物防除組成物は、例えば殺線虫剤、殺ダニ、殺ダニおよび／
またはナメクジ駆除剤として使用することができる。
【００３８】
　本開示の有害生物防除組成物は、広い様々な昆虫を防除するために使用することができ
る。１もしくは複数の態様において非限定的例として、有害生物防除組成物は節足動物門
（Ｐｈｙｌｕｍ　Ａｒｔｈｒｏｐｏｄａ）、線形動物門（Ｐｈｙｌｕｍ　Ｎｅｍａｔｏｄ
ａ）、鋏角亜門（Ｓｕｂｐｈｙｌｕｍ　Ｃｈｅｌｉｃｅｒａｔａ）、多足亜門（Ｓｕｂｐ
ｈｙｌｕｍ　Ｍｙｒｉａｐｏｄａ）、六脚亜門（Ｓｕｂｐｈｙｌｕｍ　Ｈｅｘａｐｏｄａ
）、昆虫綱（Ｃｌａｓｓ　Ｉｎｓｅｃｔａ）、クモ綱（Ｃｌａｓｓ　Ａｒａｃｈｎｉｄａ
）およびコムカデ綱（Ｃｌａｓｓ　Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の少なくとも１つの１もしくは複
数の員を防除するために使用することができる。少なくとも幾つかの態様では、本開示の
方法は、昆虫綱およびクモ綱の少なくとも１つの１もしくは複数の員を防除するために使
用することができる。
【００３９】
　１もしくは複数の態様において非限定的例として、本開示の方法は節足動物門、線形動
物門、鋏角亜門、多足亜門、六脚亜門、昆虫綱、クモ綱およびコムカデ綱の少なくとも１
つの１もしくは複数の員を防除するために使用することができる。少なくとも幾つかの態
様では、本開示の方法は、昆虫綱およびクモ綱の少なくとも１つの１もしくは複数の員を
防除するために使用することができる。
【００４０】
　さらなる態様では、本開示の方法は甲虫目（甲虫）の員を防除するために使用すること
ができ、それらには限定するわけではないが、アカントセリデス種（Ａｃａｎｔｈｏｓｃ
ｅｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃ
ｔｕｓ（インゲンマメゾウムシ）、Ａｇｒｉｌｕｓ　ｐｌａｎｉｐｅｎｎｉｓ（アオナガ
タマムシ）、アグリオテス属種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）（コメツキムシ）、Ａｎ
ｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｇｌａｂｒｉｐｅｎｎｉｓ（ツヤハダゴマダラカミキリ）、アント
ノムス属種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　
ｇｒａｎｄｉｓ（ワタミハナゾウムシ）、アフィジウス属種（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、アピオン属種（Ａｐｉｏｎ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、アポゴニア属種（Ａｐｏｇ
ｏｎｉａ　ｓｐｐ．）（ウジ）、Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐｒｅｔｕｌｕｓ（クソコガネの
一種（Ｂｌａｃｋ　Ｔｕｒｆｇｒａｓｓ　Ａｔａｅｎｉｕｓ））、Ａｔｏｍａｒｉ　ｌｉ
ｎｅａｒｉｓ（ピグミー・マンゴールド・ビートル（ｐｙｇｍｙ　ｍａｎｇｏｌｄ　ｂｅ
ｅｔｌｅ））、オーラコホア属種（Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒｅ　ｓｐｐ．）、Ｂｏｔｈｙｎ
ｏｄｅｒｅｓ　ｐｕｎｃｔｉｖｅｎｔｒｉｓ（ビート・ルート・ウィービル（ｂｅｅｔ　
ｒｏｏｔ　ｗｅｅｖｉｌ））、ブルクス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）
、Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ（エンドウゾウムシ）、カコエシア属種（Ｃａｃｏｅ
ｓｉａ　ｓｐｐ．）、Ｃａｌｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ　ｍａｃｕｌａｔｕｓ（ヨツモンマ
メゾウムシ）、Ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｓ　ｈｅｍｉｐｔｅｒａｓ（クリヤケシキスイ）、
Ｃａｓｓｉｄａ　ｖｉｔｔａｔａ（カッシダ　ヴィッタータ）、セロステルナ属種（Ｃｅ
ｒｏｓｔｅｒｎａ　ｓｐｐ．）、セロトーマ属種（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｓｐｐ．）（ハム
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シ）、Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ（ビーン・リーフ・ビートル（ｂｅａｎ
　ｌｅａｆ　ｂｅｅｔｌｅ））、ソートリンクス属種（Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓ
ｐｐ．）（ゾウムシ）、Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｓｓｉｍｉｌｉｓ（キャベツ・
シードポッド・ウィービル（ｃａｂｂａｇｅ　ｓｅｅｄｐｏｄ　ｗｅｅｖｉｌ））、Ｃｅ
ｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎａｐｉ（キャベツ・クルクリオ（ｃａｂｂａｇｅ　ｃｕｒｃ
ｕｌｉｏ））、シャエトクネマ属種（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）（ハムシ）、
コラスピス属種（Ｃｏｌａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）（土壌甲虫）、Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓ
ｃａｌａｒｉｓ（コノデリス　スカラリス）、Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｔｉｇｍｏｓｕｓ
（コノデリス　スチグモサス）、Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｎｅｎｕｐｈａｒ（スモ
モゾウムシ）、Ｃｏｔｉｎｕｓ　ｎｉｔｉｄｉｓ（アオコフキコガネ）、Ｃｒｉｏｃｅｒ
ｉｓ　ａｓｐａｒａｇｉ（アスパラガスクビナガハムシ）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　
ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ（サビカクムネヒラタムシ）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｐｕ
ｓｉｌｌｕｓ（カクムネヒラタムシ）、Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｔｕｒｃｉｃｕｓ（
トルコカクムネヒラタムシ）、クテニセラ属種（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）（ハリ
ガネムシ）、クルクリオ属種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、シクロセフ
ァラ属種（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）（ウジ）、Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｐｔｕ
ｒｕｓ　ａｄｓｐｅｒｓｕｓ（サンフラワー・ステム・ウィービル（ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ
　ｓｔｅｍ　ｗｅｅｖｉｌ））、Ｄｅｐｏｒａｕｓ　ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ（マンゴー・
リーフ―カッティング・ウィービル（ｍａｎｇｏ　ｌｅａｆ－ｃｕｔｔｉｎｇ　ｗｅｅｖ
ｉｌ））、Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｌａｒｄａｒｉｕｓ（オビカツオブシムシ）、Ｄｅｒｍ
ｅｓｔｅｓ　ｍａｃｕｌａｔｅｓ（ハラジオカツオブシムシ）、ジアブロチカ属種（Ｄｉ
ａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）（ハムシ）、Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ
（インゲンテントウ）、Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｃｕｂａｅ（ファウスチヌス　キューバー
）、Ｈｙｌｏｂｉｕｓ　ｐａｌｅｓ（パレス・ウィービル（ｐａｌｅｓ　ｗｅｅｖｉｌ）
）、ハイペラ属種（Ｈｙｐｅｒａ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉ
ｃａ（アルファルファタコゾウムシ）、ハイペルドーズ属種（Ｈｙｐｅｒｄｏｅｓ　ｓｐ
ｐ．）（オサゾウムシ）、Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ（コーヒーノミキク
イムシ）、イプス属種（Ｉｐｓ　ｓｐｐ．）（キクイムシ）、Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓ
ｅｒｒｉｃｏｒｎｅ（タバコシバンムシ）、Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉ
ｎｅａｔａ（コロラドハムシ）、Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕｓ（リオゲネス　フスク
ス）、Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｓｕｔｕｒａｌｉｓ（リオゲネス　スチュラリス）、Ｌｉｓｓ
ｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ（イネミズゾウムシ）、リクツス属種（Ｌ
ｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）（キクイムシ／ヒラタキクイムシ）、Ｍａｅｃｏｌａｓｐｉｓ　
ｊｏｌｉｖｅｔｉ（マコラスピス　ヨリヴェチ）、メガスセリス属種（Ｍｅｇａｓｃｅｌ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ（メラノツス　コンムニス）
、メリゲテス属種（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｓｐｐ．）、Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎ
ｅｕｓ（ブロッサム・ビートル（ｂｌｏｓｓｏｍ　ｂｅｅｔｌｅ））、Ｍｅｌｏｌｏｎｔ
ｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ（ヨーロッパコフキコガネ）、Ｏｂｅｒｅａ　ｂｒｅｖｉｓ
（オベレアブレビス）、Ｏｂｅｒｅａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ（オベレア　リネアリス）、Ｏ
ｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ（タイワンカブトムシ）、Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕ
ｓ　ｍｅｒｃａｔｏｒ（オオメノコギリヒラタムシ）、Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕ
ｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ（ノコギリヒラタムシ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎ
ｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ（クビアカクビ
ホソハムシ）、Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ（イネクビホソハムシ）、パントモルス属種
（Ｐａｎｔｏｍｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙｌｌｏｐ
ｈａｇａ　ｓｐｐ．）（フキコガネ）、Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｃｕｙａｂａｎａ（ハ
ムシ）、フィンチテス属種（Ｐｈｙｎｃｈｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊ
ａｐｏｎｉｃａ（マメコガネ）、Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｅｓ（オオ
コナガナガシンクイムシ）、Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ（コナナガシン
クイムシ）、リゾトログス属種（Ｒｈｉｚｏｔｒｏｇｕｓ　ｓｐｐ．）（ヨーロッパコフ
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キコガネムシ）、リンクホフォルス属種（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾ
ウムシ）、スコリツス属種（Ｓｃｏｌｙｔｕｓ　ｓｐｐ．）（キクイムシ）、シェノフォ
ルス属種（Ｓｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）（オサゾウムシ）、Ｓｉｔｏｎａ　ｌｉ
ｎｅａｔｕｓ（アカアシチビコフキゾウムシ）、シトフィルス属種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）（コクゾウムシ）、Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａｒｉｅｓ（グラナ
リアコクゾウムシ）、Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ（イネゾウムシ）、Ｓｔｅｇ
ｏｂｉｕｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ（ジンサンシバンムシ）、トリボリウム属種（Ｔｒｉｂｏ
ｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）（コクヌストモドキ）、Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ
（コクヌストモドキ）、Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕｍ（ヒラタコクヌスドモド
キ）、Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｖａｒｉａｂｉｌｅ（キマダラカツオブシムシ）およびＺ
ａｂｒｕｓ　ｔｅｎｅｂｉｏｉｄｅ（ザブルス　テネビオイデス）が含まれる。
【００４１】
　他の態様では、本開示の方法は革翅目（ハサミムシ）の員を防除するために使用するこ
とができる。
【００４２】
　さらなる態様では、本開示の方法は網翅目（ゴキブリ）の員を防除するために使用する
ことができ、それらには限定するわけではないが、Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉ
ｃａ（チャバネゴキブリ）、Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ（トウヨウゴキブリ）
、Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｐｅｎｎｙｌｖａｎｉｃａ（ペンシルバニアの森のゴキブリ
）、Ｐｅｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ（ワモンゴキブリ）、Ｐｅｒｉｐｌａｎ
ｅｔａ　ａｕｓｔｒａｌｏａｓｉａｅ（コワモンゴキブリ）、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　
ｂｒｕｎｎｅａ（トビイロゴキブリ）、Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｆｕｌｉｇｉｎｏｓａ
（クロゴキブリ）、Ｐｙｎｃｏｓｅｌｕｓ　ｓｕｎｉｎａｍｅｎｓｉｓ（オガサワラゴキ
ブリ）およびＳｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ（チャオビゴキブリ）がある。
【００４３】
　さらなる態様では、本開示の方法は双翅目（ハエ）の員を防除するために使用すること
ができ、それらには限定するわけではないが、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）（
カ）、Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｆｒｏｎｔｅｌｌａ（アルファルファ・ブロッチ・リーフマイ
ナー（ａｌｆａｌｆａ　ｂｌｏｔｃｈ　ｌｅａｆｍｉｎｅｒ））、アグロマイザ属種（Ａ
ｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）（ハモグリバエ）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐ
ｈａ　ｓｐｐ．）（ミバエ）、Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｕｓｐｅｎｓａ（カリブカイミ
バエ）、アノフェレス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）（カ）、バクトロセラ属種
（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．）（ミバエ）、Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂ
ｉｔａｅ（ウリミバエ）、Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ（ミカンコミバエ）
、セラチチス属種（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）（ミバエ）、Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　
ｃａｐｉｔａｔａ（チチュウカイミバエ）、クリソプス属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ
．）（メクラアブ）、コクリオマイア属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）（ラセ
ンウジバエ）、コンタリニア属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）（タマバエ）、ク
レックス属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）（カ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　
ｓｐｐ．）（タマバエ）、Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ（キャベツタマバエ
）、デリア属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔｕｒａ（タネバエ）、
ドロソフィア属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．）（ショウジョウバエ）、ファンニ
ア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）（オブツバエ）、Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒ
ｉｓ（ヒメイエバエ）、Ｆａｎｎｉａ　ｓｃａｌａｒｉｓ（ベンジョバエ）、Ｇａｓｔｅ
ｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌｉｓ（ウマバエ）、Ｇｒａｃｉｌｌｉａ　ｐｅ
ｒｓｅａｅ（ガラシリア　ペルセアエ）、Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ（ノ
サシバエ）、ハイレマイア属種（Ｈｙｌｅｍｙｉａ　ｓｐｐ．）（ネクイムシ）、Ｈｙｐ
ｏｄｅｒｍａ　ｌｉｎｅａｔｕｍ（キスジウシバエ）、リリオマイザ属種（Ｌｉｒｉｏｍ
ｙｚａ　ｓｐｐ．）（ハモグリバエ）、Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｂｒａｓｓｉｃａ（マメハ
モグリバエ）、Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓａｔｉｖａｅ（トマトハモグリバエ）、Ｍｅｌｏ
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ｐｈａｇｕｓ　ｏｖｉｎｕｓ（ヒツジシラミバエ）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．
）（イエバエ）、Ｍｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ（イエバエ（ｆａｃｅ　ｆｌｙ））
、Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ（イエバエ）、Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｏｖｉｓ（ヒツジバ
エ）、Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ（キモグリバエ）、Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｂｅｔａｅ
（ビート・リーフマイナー（ｂｅｅｔ　ｌｅａｆｍｉｎｅｒ））、フォルビア属種（Ｐｈ
ｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ（ニンジンサビバエ）、Ｒｈａｇｏｌ
ｅｔｉｓ　ｃｅｒａｓｉ（オウトウミバエ）、Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎｅｌｌ
ａ（リンゴミバエ）、Ｓｉｔｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｍｏｓｅｌｌａｎａ（ムギアカタマバ
エ）、Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ（サシバエ）、タバヌス属種（Ｔａｂａ
ｎｕｓ　ｓｐｐ．）（ウマバエ）およびチプラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）（ガガン
ボ）がある。
【００４４】
　他の態様では、本開示の方法は半翅目の亜目である異翅目（カメムシ）の員を防除する
ために使用することができ、それらには限定するわけではないが、Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕ
ｍ　ｈｉｌａｒｅ（アオクサカメムシ）、Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ（ア
メリカコバネナガカメムシ）、Ｂｒａｇａｄａ　ｈｉｌａｒｉｓ（ブラガータ　ヒラリス
）、Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｎｏｒｖｅｇｉｃｕｓ（ポテト・リミド（ｐｏｔａｔｏ　ｍｉ
ｒｉｄ））、Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ（ネッタイトコジラミ）、Ｃｉｍｅｘ　
ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ（トコジラミ）、Ｄａｇｂｅｒｔｕｓ　ｆａｓｃｉａｔｕｓ（ダ
グベルツス　ファシアツス）、Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ（ジケロプス　フ
ルツカス）、Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｕｔｕｒｅｌｌｕｓ（コットン・ステイナー（ｃｏ
ｔｔｏｎ　ｓｔａｉｎｅｒ））、Ｅｄｅｓｓａ　ｍｅｄｉｔａｂｕｎｄａ（エデッサ　メ
ジタブンダ）、Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｍａｕｒａ（シリアルバグ（ｃｅｒｅａｌ　ｂｕ
ｇ））、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ（オイキスツス　ヘロス）、Ｅｕｓｃｈｉｓ
ｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ（茶色カメムシ）、Ｈｅｌｏｐｅｌｔｉｓ　ａｎｔｏｎｉｉ（ヘロ
ペルティス　アントニー）、Ｈｅｌｏｐｅｌｔｉｓ　ｔｈｅｉｖｏｒａ（ティー・ブライ
ト・プラントバグ（ｔｅａ　ｂｌｉｇｈｔ　ｐｌａｎｔｂｕｇ））、ラギノトムス属種（
Ｌａｇｙｎｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）（カメムシ）、Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｏｒａｔ
ｏｒｉｕｓ（レプトコリサ　オラトリウス）、Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒ
ｎｉｓ（レプトコリサ　ヴァリコルニス）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）（カス
ミカメムシ）、Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ（セイブサビイロカスミカメ）、Ｌｙｇｕ
ｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ（サビイロカスミカメ）、Ｍａｃｏｎｅｌｌｉｃｏｃｃｕｓ　
ｈｉｒｓｕｔｕｓ（マコネリコックス　ヒルスツス）、Ｎｅｕｒｏｃｏｌｐｕｓ　ｌｏｎ
ｇｉｒｏｓｔｒｉｓ（ノイロコルプス　ロンギロストリス）、Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄ
ｕｌａ（ミナミアオカメムシ）、フィトコリス属種（Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）
（カスミカメムシ）、Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ（フィトコリス
　カリホルニクス）、Ｐｈｙｔｏｃｏｒｉｓ　ｒｅｌａｔｉｖｕｓ（フィトコリス　レラ
チブス）、Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄｉｎｉｉ（レッドバンデッド・スティンク
・バグ（ｒｅｄｂａｎｄｅｄ　ｓｔｉｎｋ　ｂｕｇ））、Ｐｏｅｃｉｌｏｃａｐｓｕｓ　
ｌｉｎｅａｔｕｓ（フォーラインド・プラント・バグ（ｆｏｕｒｌｉｎｅｄ　ｐｌａｎｔ
　ｂｕｇ））、Ｐｓａｌｌｕｓ　ｖａｃｃｉｎｉｃｏｌａ（プサルス　バッシニコラ）、
Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａｅ（プソイダシスタ　ペルセアエ）、Ｓｃａｐｔ
ｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ（スカプトコリス　カスタネア）およびトリアトア属種
（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）（オオサシガメ／サシガメ）がある。
【００４５】
　さらなる態様では、本開示の方法は半翅目の亜目である頸吻群（Ａｕｃｈｅｎｏｒｒｈ
ｙｎｃｈａ）（自由生活性半翅類（Ｆｒｅｅ－ｌｉｖｉｎｇ　Ｈｅｍｉｐｔｅｒａｎｓ）
）および腹吻群（Ｓｔｅｒｎｏｒｒｈｙｎｃｈａ）（植物寄生性半翅類（Ｐｌａｎｔ－ｐ
ａｒａｓｉｔｉｃ　Ｈｅｍｉｐｔｅｒａｎｓ））（アブラムシ、カイガラムシ、コナジラ
ミ、ヨコバイ）の員を防除するために使用することができ、それらには限定するわけでは
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ないが、Ａｃｒｙｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｐｉｓｕｍ（エンドウヒゲナガアブラムシ）、ア
デルゲス属種（Ａｄｅｌｇｅｓ　ｓｐｐ．）（カサアブラムシ）、Ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　
ｐｒｏｌｅｔｅｌｌａ（タマコナジラミ）、Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｄｉｓｐｅｒｓｅ
ｓ（アレウロイディクス　ディスペルサス）、Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃ
ｏｓｕｓ（ウーリーコナジラミ）、アルアカスピス属種（Ａｌｕａｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ
．）、Ａｍｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｅｌｌａ　ｂｉｇｕｔｅｌｌａ（アムラスカ　ビグッ
ツラ　ビグッツラ）、アフロフォラ属種（Ａｐｈｒｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）（ヨコバイ
）、Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ（アカマルカイガラムシ）、アフィス属種
（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）（アブラムシ）、Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ（ワタアブラ
ムシ）、Ａｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ（リンゴアブラムシ）、Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌ
ａｎｉ（ジャガイモヒゲナガアブラムシ）、ベミシア属種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ．）
（コナジラミ）、Ｂｅｍｉｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉｆｏｌｉｉ（シルバーリーフコナジラ
ミ）、Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ（タバココナジラミ）、Ｂｒａｃｈｙｃｏｌｕｓ　
ｎｏｘｉｕｓ（ロシアアブラムシ（Ｒｕｓｓｉａｎ　ａｐｈｉｄ）、Ｂｒａｃｈｙｃｏｒ
ｙｎｅｌｌａ　ａｓｐａｒａｇｉ（アスパラガスアブラムシ（ａｓｐａｒａｇｕｓ　ａｐ
ｈｉｄ））、Ｂｒｅｖｅｎｎｉａ　ｒｅｈｉ（ブレヴェンニア　レヒ）、Ｂｒｅｖｉｃｏ
ｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ（ダイコンアブラムシ）、セロプラステス属種（Ｃｅｒｏ
ｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）（カイガラムシ）、Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｒｕｂｅｎｓ
（ルビーロウカイガラムシ）、チオナスピス属種（Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）（
カイガラムシ）、クリソムファルス属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）（カ
イガラムシ）、Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ａｏｎｉｄｕｍ（アカホシマルカイガラム
シ）、コッカス属種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）（カイガラムシ）、Ｃｏｃｃｕｓ　ｐｓ
ｅｕｄｏｍａｇｎｏｌｉａｒｕｍ（カンキツカタカイガラムシ）、Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐ
ｌａｎｔａｇｉｎｅａ（オオバコアブラムシ）、エンポアスカ属種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　
ｓｐｐ．）（オオバコアブラムシ）、Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅｒｕｍ（リンゴワ
タムシ）、Ｉｃｅｒｙａ　ｐｕｒｃｈａｓｉ（ワタフキカイガラムシ）、Ｉｄｉｏｓｃｏ
ｐｕｓ　ｎｉｔｉｄｕｌｕｓ（マンゴーヨコバイ）、Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａ
ｔｅｌｌｕｓ（ヒメトビウンカ）、レピドサフェス属種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、マクロシフム属種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、Ｍａｃｒｏｓｉｐ
ｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ（ジャガイモヒゲナガアブラムシ）、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈ
ｕｍ　ｇｒａｎａｒｉｕｍ（ムギヒゲナガアブラムシ）、Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏ
ｓａｅ（ムギヒゲナガアブラムシ）、Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｌｉｎｅａ
ｔｕｓ（ヨツテンヨコバイ）、Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｆｒｉｍｂｉｏｌａｔａ（マハナル
バ　フリンビオラタ）、Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ（ムギウスイロ
ブラムシ）、Ｍｉｃｔｉｓ　ｌｏｎｇｉｃｏｒｎｉｓ（ミクチス　ロンギコルニス）、ミ
ズス属種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ（モモアカアブラム
シ）、ネフォテッチクス属種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）（ヨコバイ）、Ｎｅ
ｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｐｅｓ（ツマグロヨコバイ）、Ｎｉｌａｐａｒｖａｔ
ａ　ｌｕｇｅｎｓ（トビイロウンカ）、Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ（
トマトキジラミ（ｔｏｍａｔｏ　ｐｓｙｌｌｉｄ））、Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｐｅｒｇ
ａｎｄｉｉ（マルクロホシカイガラ）、Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｚｉｚｉｐｈｉ（ヒメク
ロカイガラムシ）、Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ（トウモロコシウンカ）、フィ
ラエヌス属種（Ｐｈｉｌａｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）（アワフキムシ）、Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒ
ａ　ｖｉｔｉｆｏｌｉａｅ（ブドウネアブラムシ）、Ｐｈｙｓｏｋｅｒｍｅｓ　ｐｉｃｅ
ａｅ（スプルース・バド・スケール（ｓｐｒｕｃｅ　ｂｕｄ　ｓｃａｌｅ））、プラノコ
ッカス属種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）（コナカイガラムシ）、Ｐｌａｎｏｃ
ｏｃｃｕｓ　ｃｉｔｒｉ（ミカンコナカイガラムシ）、Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｆｉｃ
ｕｓ（ブドウコナカイガラムシ）、シュードコッカス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ
ｐ．）（コナカイガラムシ）、Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｂｒｅｖｉｐｅｓ（パイナッ
プルコナカイガラムシ）、Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｐｅｒｎｉｃｉｏｓｕｓ（
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サンホーゼカイガラムシ）、ロパロシフム属種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．
）（アブラムシ）、Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ（トウモロコシアブラム
シ）、ｈａｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ（ムギクビレアブラムシ）、サイスセチア属
種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）（カイガラムシ）、Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏｌｅａ
ｅ（クロカイガラムシ）、Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ（ムギミドリアブラ
ムシ）、Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ（イングリッシュ・グレイン・アフィド（Ｅｎ
ｇｌｉｓｈ　ｇｒａｉｎ　ａｈｉｄ））、Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ（セ
ジロウンカ）、テリオアフィス属種（Ｔｈｅｒｉｏａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）（アブラムシ
）、トウメイエッラ属種（Ｔｏｕｍｅｙｅｌｌａ　ｓｐｐ．）（カイガラムシ）、トキソ
プテラ属種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）（アブラムシ）、トリアレウロデス属種（
Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）（コナジラミ）、Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖ
ａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ（オンシツコナジラミ）、Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ａｂｕｔ
ｉｌｏｎｅｕｓ（バンデットウイング・ホワイトフライ（ｂａｎｄｅｄｗｉｎｇ　ｗｈｉ
ｔｅｆｌｙ））、ウナスピス属種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）（カイガラムシ）、Ｕｎ
ａｓｐｉｓ　ｙａｎｏｎｅｎｓｉｓ（ヤノネカイガラムシ）およびＺｕｌｉａ　ｅｎｔｒ
ｅｒｉａｎａ（ズリア　エントレリアナ）がある。少なくとも幾つかの態様では、本開示
の方法はＭｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ（モモアカアブラムシ）を防除するために使用す
ることができる。
【００４６】
　他の態様では、本開示の方法は膜翅目（アリ、スズメバチおよびハバチ）の員を防除す
るために使用することができ、それらには限定するわけではないが、アクロミルメックス
属種（Ａｃｒｏｍｙｒｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、Ａｔｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ（カブラハバ
チ）、アッタ属種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）（ハキリアリ）、カンポノツス属種（Ｃａｍｐ
ｏｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）（オオアリ）、ジプリオン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）
（ハバチ）、フォルミカ属種（Ｆｏｒｍｉｃａ　ｓｐｐ．）（アリ）、Ｉｒｉｄｏｍｙｒ
ｍｅｘ　ｈｕｍｉｌｉｓ（アルゼンチンアリ）、モノモリウム属種（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕ
ｍ　ｓｐｐ．）、Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｍｉｎｕｍｕｍ（イエヒメアリ）、Ｍｏｎｏｍ
ｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ（ファアラオアリ）、ネオジプリオン属種（Ｎｅｏｄｉ
ｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）（ハバチ）、ポゴノミルメックス属種（Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒｍｅ
ｘ　ｓｐｐ．）（シュウカクアリ）、ポリステス属種（Ｐｏｌｉｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）（
アシナガバチ）、ソレノプシス属種（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）（カミアリ）、
Ｔａｐｏｉｎｏｍａ　ｓｅｓｓｉｌｅ（オドラス・ハウス・アント（ｏｄｏｒｏｕｓ　ｈ
ｏｕｓｅ　ａｎｔ））、テトラノモリウム属種（Ｔｅｔｒａｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．
）（シワアリ）、ベスプラ属種（Ｖｅｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．）（スズメバチ）およびキシ
ロコパ属種（Ｘｙｌｏｃｏｐａ　ｓｐｐ．）（クマバチ）がある。
【００４７】
　特定の態様では、本開示の方法はシロアリ目（シロアリ）の員を防除するために使用す
ることができ、それらには限定するわけではないが、コプトテルメス属種（Ｃｏｐｔｏｔ
ｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｃｕｒｖｉｇｎａｔｈｕｓ（チカシ
ロアリ）、Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｒｅｎｃｈｉｉ（コプトテルメスフレンチイ）、
Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ（イエシロアリ）、コルニテルメス属種
（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）（オオシロアリ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒ
ｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）（カンザイシロアリ）、ヘテロテルメス属種（Ｈｅｔ
ｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）（サバクチカシロアリ）、Ｈｅｔｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　
ａｕｒｅｕｓ（サバクチチュウシロアリ）、カロテルメス属種（Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ　
ｓｐｐ．）（カンザイシロアリ）、インシスチテルメス属種（Ｉｎｃｉｓｔｉｔｅｒｍｅ
ｓ　ｓｐｐ．）（カンザイシロアリ）、マクロテルメス属種（Ｍａｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　
ｓｐｐ．）（キノコシロアリ）、マルギニテルメス属種（Ｍａｒｇｉｎｉｔｅｒｍｅｓ　
ｓｐｐ．）（カンザイシロアリ）、ミクロセロテルメス属種（Ｍｉｃｒｏｃｅｒｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．）（シュウカクシロアリ（ｈａｒｖｅｓｔｅｒ　ｔｅｒｍｉｔｅｓ））
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、Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓｉ（ミクロテルメス　オベシ）、プロコルニテルメ
ス属種（Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、レティキュリテルメス属種（Ｒｅ
ｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）（チカシロアリ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅ
ｓ　ｂａｎｙｕｌｅｎｓｉｓ（レティキュリテルメス　バニュレンシス）、Ｒｅｔｉｃｕ
ｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｇｒａｓｓｅｉ（レティキュリテルメス　グラッセイ）、Ｒｅｔｉｃ
ｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ（トウブチカシロアリ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅ
ｒｍｅｓ　ｈａｇｅｎｉ（レティキュリテルメス　ハゲニ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍ
ｅｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ（セイブチカシロアリ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａ
ｎｔｏｎｅｎｓｉｓ（レティキュリテルメス　サントネンシス）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅ
ｒｍｅｓ　ｓｐｅｒａｔｕｓ（ヤマトシロアリ）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｔｉ
ｂｉａｌｉｓ（レティキュリテルメス　ティビアリス）、Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ
　ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ（レティキュリテルメス　ヴィルジニカス）、スケドリノテルメ
ス属種（Ｓｃｈｅｄｏｒｈｉｎｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）およびゾーテルモプシス属種
（Ｚｏｏｔｅｒｍｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）（シツザイシロアリ）がある。
【００４８】
　さらなる態様では、本開示の方法は鱗翅目（ガおよびチョウ）　の員を防除するために
使用することができ、それらには限定するわけではないが、Ａｃｈｏｅａ　ｊａｎａｔａ
（アコエア　ヤナタ）、アドキソフィエス属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、Ａ
ｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ（コカクモンハマキ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉ
ｓ　ｓｐｐ．）（ヨトウムシ）、Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ（タマナヤガ）、Ａｌ
ａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ（アメリカワタノミガ）、Ａｍｏｒｂｉａ　ｃｕｎｅ
ａｎａ（アモルビア　クネアナ）、Ａｍｙｅｌｏｓｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ（ネー
ブル・オレンジワーム（ｎａｖｅｌ　ｏｒａｎｇｅｗｏｒｍ））、Ａｎａｃａｍｐｔｏｄ
ｅｓ　ｄｅｆｅｃｔａｒｉａ（アナカンプトデス　デフェクタリア）、Ａｎａｒｓｉａ　
ｌｉｎｅａｔｅｌｌａ（モモキバガ）、Ａｎｏｍｉｓ　ｓａｂｕｌｉｆｅｒａ（ジュード
・ルーパー（ｊｕｔｅ　ｌｏｏｐｅｒ））、Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉ
ｓ（ベルベットビーン・キャタピラー（ｖｅｌｖｅｔｂｅａｎ　ｃａｔｅｒｐｉｌｌａｒ
））、Ａｒｃｈｉｐｓ　ａｒｇｙｒｏｓｐｉｌａ（フルーツツリー・リーフローラー（ｆ
ｒｕｉｔｔｒｅｅ　ｌｅａｆｒｏｌｌｅｒ））、Ａｒｃｈｉｐｓ　ｒｏｓａｎａ（ローズ
・リーフ・ローラー（ｒｏｓｅ　ｌｅａｆ　ｒｏｌｌｅｒ））、アルギロタエニア属種（
Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）（ハマキガ）、Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｃｉ
ｔｒａｎａ（オレンジハマキガ）、Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｇａｍｍａ（ガンマキンウワ
バ）、Ｂｏｎａｇｏｔａ　ｃｒａｎａｏｄｅｓ（ボナゴタ　クラナオデス）、Ｂｏｒｂｏ
　ｃｉｎｎａｒａ（コブノメイガ）、Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌ
ａ（コットン・リーフパーホレーター（ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｐｅｒｆｏｒａｔｏｒ）
）、カロプチリア属種（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｓｐｐ．）（ハモグリムシ）、Ｃａｐｕ
ａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ（カプラ　レチクラナ）、Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅ
ｎｓｉｓ（モモシンクイガ）、チロ属種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、Ｃｈｌｕｍｅｔｉａ
　ｔｒａｎｓｖｅｒｓａ（マンゴーフサヤガ）、Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｒｏｓａ
ｃｅａｎａ（ハスオビハマキ）、クリソデイキシス属種（Ｃｈｒｙｓｏｄｅｉｘｉｓ　ｓ
ｐｐ．）、Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ（コブノメイガ）、コリア
ス属種（Ｃｏｌｉａｓ　ｓｐｐ．）、Ｃｏｎｐｏｍｏｒｐｈａ　ｃｒａｍｅｒｅｌｌａ（
コンポモルファ　クラメレラ）、Ｃｏｓｓｕｓ　ｃｏｓｓｕｓ（オオボクトウガ）、クラ
ンブス属種（Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ．）（ソッド・ウェブワーム（Ｓｏｄ　ｗｅｂｗｏ
ｒｍｓ））、Ｃｙｄｉａｆｕｎｅｂｒａｎａ（スモモヒメハマキ）、Ｃｙｄｉａ　ｍｏｌ
ｅｓｔａ（ナシヒメシンクイガ）、Ｃｙｄｉａ　ｎｉｇｎｉｃａｎａ（エンドウシンクイ
）、Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ（コドリンガ）、Ｄａｒｎａ　ｄｉｄｕｃｔａ（ダ
ルナ　ジズクタ）、ジアファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｓｐｐ．）（ズイムシ）、
ジアトラエア属種（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓｐｐ．）（ジククイムシ）、Ｄｉａｔｒａｅａ
　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ（カンショジククイムシ）、Ｄｉａｔｒａｅａ　ｇｒａｎｉｏ
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ｓｅｌｌａ（ナンセイブアワノメイガ）、エアリアス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）（
ワタキバガ）、Ｅａｒｉａｓ　ｉｎｓｕｌａｔａ（エジプトタバコガ）、Ｅａｒｉａｓ　
ｖｉｔｅｌｌａ（クサビオビリンガ）、Ｅｃｄｙｔｏｐｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉａｎｕ
ｍ（エクジトポファ　アウランチアヌム）、Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅ
ｌｌｕｓ（モロコシマダラメイガ）、Ｅｐｉｐｈｙｓｉａｓ　ｐｏｓｔｒｕｔｔａｎａ（
淡褐色リンゴガ）、エフェスチア属種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）（フラワー・モス
（ｆｌｏｕｒ　ｍｏｔｈｓ））、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｃａｕｔｅｌｌａ（スジマダラメイ
ガ）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｅｌｕｔｅｌｌａ（チャマダラメイガ）、Ｅｐｈｅｓｔｉａ　
ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ（スジコナマダラメイガ）、エピメセス属種（Ｅｐｉｍｅｃｅｓ　
ｓｐｐ．）、Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ａｐｏｒｅｍａ（エピノチア　アポレマ）、Ｅｒｉｏｎ
ｏｔａ　ｔｈｒａｘ（トガリバナナセセリ）、Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌ
ｌａ（ブドウホソハマキ）、Ｅｕｘｏａ　ａｕｘｉｌｉａｒｉｓ（アーミー・カットワー
ム（ａｒｍｙ　ｃｕｔｗｏｒｍ））、フェルチア属種（Ｆｅｌｔｉａ　ｓｐｐ．）（ネキ
リムシ）、ゴルチナ属種（Ｇｏｒｔｙｎａ　ｓｐｐ．）（ズイムシ）、Ｇｒａｐｈｏｌｉ
ｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ（ナシヒメシンクイ）、Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｉｎｄｉｃａｔａ（
マエウスキノメイガ）、ヘリコベルパ属種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）（ヤガ
）、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ（オオタバコガ）、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒ
ｐａ　ｚｅａ（オオタバコガ（ｂｏｌｌｗｏｒｍ／ｃｏｒｎ　ｅａｒｗｏｒｍ））、ヘリ
オチス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）（ヤガ）、Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅ
ｓｃｅｎｓ（オオタバコガ）、Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ（ハイマダラノメイガ）
、インダルベラ属種（Ｉｎｄａｒｂｅｌａ　ｓｐｐ．）（ネクイムシ）、Ｋｅｉｆｅｒｉ
ａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ（トマトギョウチュウ）、Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏ
ｒｂｏｎａｌｉｓ（ナスノメイガ）、Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｍａｌｉｆｏｌｉｅｌｌａ
（ロイコプテラ　マリホリエラ）、リトコレクチス属種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｃｔｉｓ
　ｓｐｐ．）、Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ（グレープ・フルーツ・モス（ｇｒａｐ
ｅ　ｆｒｕｉｔ　ｍｏｔｈ））、ロクサグロチス属種（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．
）（ヤガ）、Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ（ウエスタン・ビーン・カット
ワーム（ｗｅｓｔｅｒｎ　ｂｅａｎ　ｃｕｔｗｏｒｍ））、Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓ
ｐａｒ（マイマイガ）、Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌａ（リンゴハモグリムシ）
、Ｍａｈａｓｅｎａ　ｃｏｒｂｅｔｔｉ（アブラヤシミノムシ）、マラコソマ属種（Ｍａ
ｌａｃｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）（テンマクケムシ）、Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃ
ａｅ（ヨトウガ）、Ｍａｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉｓ（マメノメイガ）、Ｍｅｔｉｓ
ａ　ｐｌａｎａ（ミノガ）、Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ（アワヨトウ）、Ｎ
ｅｏｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｅｌｅｇａｎｔａｌｉｓ（スモール・トマト・ボーラー（ｓ
ｍａｌｌ　ｔｏｍａｔｏ　ｂｏｒｅｒ））、Ｎｙｍｐｈｕｌａ　ｄｅｐｕｎｃｔａｌｉｓ
（イネミズメイガ）、Ｏｐｅｒｏｐｈｔｈｅｒａ　ｂｒｕｍａｔａ（フユシャク）、Ｏｓ
ｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ（ヨーロッパアワノメイガ）、Ｏｘｙｄｉａ　ｖｅｓ
ｕｌｉａ（オキシジア　ベスリア）、Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｃｅｒａｓａｎａ（ヤマトビハ
マキ）、Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｈｅｐａｒａｎａ（トビハマキ）、Ｐａｐｉｌｉｏ　ｄｅｍ
ｏｄｏｃｕｓ（アフリカオナシアゲハ）、Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅ
ｌｌａ（ワタアカミムシガ）、ペリドロマ属種（Ｐｅｒｉｄｒｏｍａ　ｓｐｐ．）（ヨト
ウムシ）、Ｐｅｒｉｄｒｏｍａ　ｓａｕｃｉａ（ニセタマナヤガ）、Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏ
ｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ（ホワイト・コーヒー・リーフマイナー（ｗｈｉｔｅ　
ｃｏｆｆｅｅ　ｌｅａｆｍｉｎｅｒ））、Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌ
ｌａ（ジャガイモキバガ）、Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｉｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ（ミカン
コハモグリガ）、フィロノリクテル属種（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）（
ハモグリムシ）、Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ（モンシロチョウ）、Ｐｌａｔｈｙｐｅｎａ
　ｓｃａｂｒａ（プラチペナ　スカブラ）、Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌ
ａ（ノシメマダラメイガ）、Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ（コナガ）、Ｐｏ
ｌｙｃｈｒｏｓｉｓ　ｖｉｔｅａｎａ（ブドウヒメハマキ）、Ｐｒａｙｓ　ｅｎｄｏｃａ
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ｒｐａ（プライス　エンドカルパ）、Ｐｒａｙｓ　ｏｌｅａｅ（オリーブガ）、シューダ
レチア属種（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）（ヤガ）、Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　
ｕｎｉｐｕｎｃｔａｔａ（ヨトウムシ）、Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎ
ｓ（ダイズ・ルーパー（ｓｏｙｂｅａｎ　ｌｏｏｐｅｒ））、Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　
ｎｕ（ラキプルシア　ヌ）、Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ（シルポフ
ァガ　インセルツラス）、セサミア属種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）（ズイムシ）、Ｓ
ｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ（イネヨトウ）、Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉ
ｄｅｓ（セサミア　ノナグリオイデス）、Ｓｅｔｏｒａ　ｎｉｔｅｎｓ（セトラ　ニテン
ス）、Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ　ｃｅｒｅａｌｅｌｌａ（バクガ）、Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉ
ｓ　ｐｉｌｌｅｒｉａｎａ（テングハマキ）、スポドプテラ属種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ
　ｓｐｐ．）（アワヨトウ）、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ（シロイチモンジヨ
トウ）、Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｕｇｉｐｅｒｄａ（アキアワヨトウ）、Ｓｐｏｄｏｐ
ｔｅｒａ　ｏｒｉｄａｎｉａ（サザン・アーミーワーム（ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ａｒｍｙｗ
ｏｒｍ））、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）（ネクイムシ）、
Ｔｈｅｃｌａ　ｂａｓｉｌｉｄｅｓ（テクラ　バシリデス）、Ｔｈｅｒｍｉｓｉａ　ｇｅ
ｍｍａｔａｌｉｓ（テルミシア　ゲンマタリス）、Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅ
ｌｌａ（コイガ）、Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ（イラクサギンウワバ）、Ｔｕｔａ
　ａｂｓｏｌｕｔａ（トマトキバガ）、イポノメウテア属種（Ｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｓ
ｐｐ．）、Ｚｅｕｚｅｒａ　ｃｏｆｆｅａｅ（コーヒーゴマフボクトウ）およびＺｅｕｚ
ｅｒａ　ｐｙｒｉｎａ（ヒョウマダラボクトウ）がある。少なくとも幾つかの態様では、
本開示の方法はシロイチモンジヨトウを防御するために使用することができる。
【００４９】
　本開示の方法は、ハジラミ目（ハジラミ）の員を防除するために使用することができ、
それらには限定するわけではないが、Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｏｖｉｓ（ヒツジハジラミ）、
Ｍｅｎａｃａｎｔｈｕｓ　ｓｔｒａｍｉｎｅｕｓ（ニワトリオオハジラミ）およびＭｅｎ
ｏｐｏｎ　ｇａｌｌｉｎｅａ（ニワトリハジラミ）がある。
【００５０】
　さらなる態様では、本開示の方法は直翅目（バッタ、イナゴおよびコオロギ）の員を防
御するために使用することができ、それらにはＡｎａｂｒｕｓ　ｓｉｍｐｌｅｘ（モルモ
ンコオロギ）、Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐｉｄａｅ（ケラ）、Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔ
ｏｒｉａ（トノサマバッタ）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）（
バッタ）、Ｍｉｃｒｏｃｅｎｔｒｕｍ　ｒｅｔｉｎｅｒｖｅ（アンギュラーウイングド・
カティディッド（ａｎｇｕｌａｒｗｉｎｇｅｄ　ｋａｔｙｄｉｄ））、プテロフィラ属種
（Ｐｔｅｒｏｐｈｙｌｌａ　ｓｐｐ．）（キリギリス）、Ｓｃｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒ
ｅｇａｒｉａ（サバクトビバッタ）、Ｓｃｕｄｄｅｒｉａ　ｆｕｒｃａｔａ（フォークテ
イルド・ブッシュ・カティディッド（ｆｏｒｋｔａｉｌｅｄ　ｂｕｓｈ　ｋａｔｙｄｉｄ
））、およびＶａｌａｎｇａ　ｎｉｇｒｉｃｏｒｎｉ（バランガ　ニグリコルニ）がある
。
【００５１】
　他の態様では、本開示の方法はシラミ目（シラミ）の員を防除するために使用すること
ができ、それらには限定するわけではないが、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉ
ｎｕｓ　ｓｐｐ．）（ウシおよびブタシラミ）、Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｏｖｉｌｌｕ
ｓ（ヒツジシラミ）、Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃａｐｉｔｉｓ（アタマジ
ラミ）、Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ（ヒトジラミ）およびＰ
ｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ（ケジラミ）がある。
【００５２】
　特定の態様では、本開示の方法はノミ目（ノミ）の員を防除するために使用することが
でき、それらには限定するわけではないが、Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉ
ｓ（イヌノミ）、Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ（ネコノミ）およびＰｕ
ｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ（ヒトノミ）がある。
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【００５３】
　さらなる態様では、本開示の方法はアザミウマ目（アザミウマ）の員を防除するために
使用することができ、それらには限定するわけではないが、Ｃａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｆ
ａｓｃｉａｔｕｓ（マメアザミウマ）、Ｃａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｐｈａｓｅｏｌｉ（ミ
カンキイロアザミウマ）、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ（タバコアザイウマ
）、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ（ミカンキイロアザミウマ
）、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｈｕｌｔｚｅｉ（フランクリニエラ　シュルツエイ
）、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｗｉｌｌｉａｍｓｉ（トウモロコシアザミウマ）、Ｈ
ｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｈａｅｍｏｒｒｈａｉｄａｌｉｓ（クロトンアザミウマ）、Ｒｉ
ｐｈｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ（リフィホロトリプス　クルエン
タツス）、（シルトスリップス属種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、Ｓｃｉｒ
ｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｉｔｒｉ（カンキツアザミウア）、Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｄ
ｏｒｓａｌｉｓ（チャノキイロアザミウマ）、Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｒｈｏｐａｌ
ａｎｔｅｎｎａｌｉｓ（タエニオトリプス　ローパランテンナリス）、トリプス属種（Ｔ
ｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ（ネギアザミウマ）およびＴｈｒ
ｉｐｓ　ｈａｗａｉｉｅｎｓｉｓ（ハナアザミウマ）がある。
【００５４】
　本開示の方法は、シミ目（シミ）の員を防除するために使用することができ、それらに
は限定するわけではないが、レピスマ属種（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．）（シミ）および
テルモビア属種（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｓｐｐ．）（マダラシミ）がある。
【００５５】
　さらなる態様では、本開示の方法はダニ目（ダニおよびマダニ）の員を防除するために
使用することができ、それらには限定するわけではないが、Ａｃａｒａｐｓｉｓ　ｗｏｏ
ｄｉ（ミツバチの気管ダニ）、アカルス属種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）（食品ダニ）、
Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ（コナダニ）、Ａｃｅｒｉａ　ｍａｎｇｉｆｅｒａｅ（マンゴー
・バド・マイト（ｍａｎｇｏ　ｂｕｄ　ｍｉｔｅ））、アクロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ
　ｓｐｐ．）、Ａｃｕｌｏｐｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ（トマトサビダニ）、Ａｃｕｌ
ｏｐｓ　ｐｅｌｅｋａｓｉ（アクルス　ペルカッシイ）、Ａｃｕｌｕｓ　ｐｅｌｅｋａｓ
ｓｉ（ミカンサビダニ）、Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａｌｉ（リンゴサビダ
ニ）、Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ（アメリカアムブリオマ）、ボーフィ
ルス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）（マダニ）、Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｏｂ
ｏｖａｔｕｓ（チャノヒメダニ）、Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈｏｅｎｉｃｉｓ（レッ
ド・アンド・ブラック・フラット・マイト）、デモデックス属種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐ
ｐ．）（ヒゼンダニ）、デルマセントル属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）（カ
タダニ）、Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ（アメリカイヌダニ）、Ｄｅ
ｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ（チリダニ）、エオテラニ
クス属種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｕｓ　ｓｐｐ．）、Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃａ
ｒｐｉｎｉ（キイロハダニ）、エピチメラス属種（Ｅｐｉｔｉｍｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
エリオフィエス属種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅｓ
　ｓｐｐ．）（マダニ）、メタテトラニクス属種（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｃａｔｉ（ネコショウセンコウヒゼンダニ）、オリゴニク
ス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅｅ
（マンゴーハダニ）、Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｌｉｃｕｓ（チビコブハダニ）、パノ
ニクス属種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ（
ミカンハダニ）、Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ（リンゴハダニ）、Ｐｈｙｌｌｏｃｏ
ｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ（ミカンサビダニ）、Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎ
ｅｍｕｎ　ｌａｔｕｓ（チャノホコリダニ）、Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕ
ｉｎｅｕｓ（クリイロコイタマダニ）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　
ｓｐｐ．）（ネダニ）、Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｃａｂｉｅｉ（ヒゼンダニ）、Ｔｅｇｏ
ｌｏｐｈｕｓ　ｐｅｒｓｅａｆｌｏｒａｅ、テトラニカス属種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ
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　ｓｐｐ．）、Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ（ナミハダニ）およびＶａｒｒ
ｏａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ（ミツバチダニ）がある。
【００５６】
　さらなる態様では、本開示の方法は線虫目（線虫）の員を防除するために使用すること
ができ、それらには限定するわけではないが、アフェレンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎ
ｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）（芽および葉ならびにマツノザイセンチュウ）、ベロノライ
ムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）（刺咬センチュウ）、クリコネメッラ
属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）（ワセンチュウ）、Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉ
ａ　ｉｍｍｉｔｉｓ（犬糸線虫）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ
．）（茎および球根センチュウ）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）
（シストセンチュウ）、Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ（トウモロコシシストセンチュ
ウ）、ヒルスクマンニエラ属種（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）（ネセン
チュウ）、ホプロライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）（ヤリセンチュウ
）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）（ネコブセンチュウ）、Ｍ
ｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ（ネコブセンチュウ）、Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃ
ａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ（回施糸状虫）、プラチレンクス種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｓｐｐ．）（ネグサレセンチュウ）、ラドフォルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ
．）（ネモグリセンチュウ）およびＲｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ（ニ
セフウロセンチュウ）がある。
【００５７】
　少なくとも幾つかの態様では、本開示の方法は鱗翅目、甲虫目、半翅目、アザミウマ目
、シロアリ目、直翅目、双翅目、膜翅目およびノミ目の１もしくは複数の少なくとも１つ
の昆虫、およびダニ目の少なくとも１つのダニを防除するために使用することができる。
【００５８】
　幾つかの態様では、昆虫を防除する方法は昆虫の集団付近に有害生物防除組成物を散布
することを含んでなることができ、ここで有害生物防除組成物は、相乗的に有効な量の、
スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物とＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－
３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフ
ルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３
－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフル
オロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され
得る塩から選択される有害生物防除剤との組み合わせを含んでなり、そしてここで昆虫は
茶色カメムシ（ｂｒｏｗｎ　ｅｔｉｎｋ　ｂｕｇ）、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕ
ｓ（Ｓａｙ）のような樹液を餌にしている昆虫である。
【００５９】
　本開示の一つの態様では、有害生物防除組成物は、殺ダニ性、殺藻性、殺鳥性、殺バク
テリア性、殺菌・殺カビ性、除草性、殺虫性、ナメクジ駆除性、殺線虫性、殺鼠性および
／または殺ウイルス性を有する１もしくは複数の化合物と併せて（例えば組成物の混合物
で、または同時に、または順次に散布）使用することができる。
【００６０】
　本開示の一つの態様では、有害生物防除組成物は、摂食阻害物質、鳥類忌避剤、不妊剤
、除草剤薬害軽減剤、昆虫誘引剤、昆虫忌避剤、哺乳動物忌避剤、交尾攪乱剤、植物活性
化剤、植物成長調整物質および／または相乗剤（ｓｙｎｅｒｇｉｓｔ）である１もしくは
複数の化合物と併せて（例えば組成物の混合物で、または同時に、または順次に散布）使
用することができる。
【００６１】
　本開示の有害生物防除組成物は相乗的効果を表し、スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴ
ニスト化合物、またはＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロ
パンアミド（Ｉ）、Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール
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）プロパンアミド（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生
物防除剤が、単独で使用される場合よりも低い有害生物の防除に有効な量で組み合わせた
活性化合物で優れた有害生物の防除を提供する。
【００６２】
　本開示の有害生物防除組成物は、高い相乗的な有害生物の防除を有することができ、そ
してより低い有効薬量率（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｄｏｓａｇｅ　ｒａｔｅ）、高くなった
環境的安全性、そして有害生物の抵抗性の発生の低下を可能にすることができる。
【００６３】
　以下の実施例は本発明の態様をより詳細に説明するために役立つ。これらの実施例は本
開示の範囲に関して包括的または排他的と解釈されるべきではない。
【００６４】
実施例
【実施例１】
【００６５】
３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパノイル　クロライドの調製
【００６６】
【化２】

【００６７】
　磁気撹拌子、窒素導入口、還流冷却器および温度計を備えた乾燥した５リットルの丸底
フラスコに、ジクロロメタン（ＣＨ2Ｃｌ2）（３Ｌ）中の３－（（３，３，３－トリフル
オロプロピル）チオ）プロパン酸（Ｎｉｙａｚ　ｅｔ　ａｌ．への国際公開第ＷＯ２０１
３／０６２９８１号パンフレットに記載されたように調製）（１８８ｇ，８８３ミリモル
）を投入した。チオニル　クロライド（５２５ｇ，３２１ｍＬ，４．４２モル）を５０分
にわたって滴下した。反応混合物を２時間、加熱還流し（約３６℃）、次いで室温に冷却
した（約２２℃）。生じた混合物を真空下、ロータリーエバポレーターで濃縮し、続いて
蒸留により（４０トル、生成物は約１２３℃から約１２７℃の温度で集めた）、表題化合
物を透明な無色の液体として与えた（１７７．３ｇ，８６％）：1Ｈ　ＮＭＲ（４００Ｍ
Ｈｚ，ＣＤＣｌ3）δ　３．２０（ｔ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，２Ｈ），２．８６（ｔ，Ｊ＝７
．１Ｈｚ，２Ｈ），２．７８－２．６７（ｍ，２Ｈ），２．４８－２．３１（ｍ，２Ｈ）
；19Ｆ　ＮＭＲ（３７６ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　－６６．４２，－６６．４３，－６６
．４４，－６６．４４。
【実施例２】
【００６８】
Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－
エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）の調
製
【００６９】
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【化３】

【００７０】
　ＣＨ2Ｃｌ2（１００ｍＬ）中の３－クロロ－Ｎ－エチル－１－（ピリジン－３－イル）
－１Ｈ－ピラゾール－４－アミン（Ｙａｐ　ｅｔ　ａｌ．への米国特許出願第２０１２／
０１１０７０２号明細書に記載されたように調製）（１０．０ｇ，４４．９ミリモル）溶
液に、約０℃の温度およびＮ2下で、ピリジン（５．４５ｍＬ，６７．４ミリモル）、４
－ジメチルアミノピリジン（ＤＭＡＰ）（２．７４ｇ，２２．４５ミリモル）および３－
（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパノイル　クロライド（９．９１ｇ
，４４．９ミリモル）を順次加えた。反応物を室温に温め、そして１時間撹拌した。反応
混合物を水（１００ｍＬ）に注ぎ、そして生じた混合物を５分間撹拌した。混合物を分液
漏斗に移し、そして層を分離した。水性相をＣＨ2Ｃｌ2（３ｘ５０ｍＬ）で抽出し、そし
て合わせた有機抽出物を硫酸ナトリウム（Ｎａ2ＳＯ4）で乾燥し、濾過し、そして真空下
で濃縮した。粗生成物を順相フラッシュクロマトグラフィー（０％から１００％のＥｔＯ
Ａｃ／ＣＨ2Ｃｌ2）により精製して、所望の生成物を淡黄色の固体として与えた（１７．
２１ｇ，８９％）：ＩＲ（薄膜）１６５９ｃｍ-1；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣ
ｌ3）δ　８．９５（ｄ，Ｊ＝２．６Ｈｚ，１Ｈ），８．６３（ｄｄ，Ｊ＝４．７，１．
３Ｈｚ，１Ｈ），８．０５（ｄｄｄ，Ｊ＝８．３，２．７，１．４Ｈｚ，１Ｈ），７．９
６（ｓ，１Ｈ），７．４７（ｄｄ，Ｊ＝８．３，４．８Ｈｚ，１Ｈ），３．７２（ｑ，Ｊ
＝７．１Ｈｚ，２Ｈ），２．８４（ｔ，Ｊ＝７．２Ｈｚ，２Ｈ），２．６６（ｍ，２Ｈ）
，２３７（ｔ，Ｊ＝７．２Ｈｚ，２Ｈ），２．４４（ｍ，２Ｈ），１．１７（ｔ，Ｊ＝７
．２Ｈｚ，３Ｈ）；ＥＳＩＭＳ　ｍ／ｚ　４０９（［Ｍ＋２Ｈ］+）。
【実施例３】
【００７１】
Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－
エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（
ＩＩ）の調製
【００７２】

【化４】

【００７３】
　室温で撹拌しているヘキサフルオロイソプロパノール（５ｍＬ）中のＮ－（３－クロロ
－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（
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３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）（５００ｍｇ，１．２
２９ミリモル）溶液に、３０％過酸化水素（５２３ｍｇ，４．９２ミリモル）を加えた。
溶液を室温で１５分間撹拌した。これを飽和亜硫酸ナトリウム溶液でクエンチし、そして
ＣＨ2Ｃｌ2で抽出した。シリカゲルクロマトグラフィー（０％～１０％ＭｅＯＨ／ＣＨ2

Ｃｌ2）は、表題化合物を白色の半固体で与えた（４９５ｍｇ，９５％）：ＩＲ（薄膜）
１６６０ｃｍ-1；1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　８．９６（ｄ，Ｊ＝２．
４Ｈｚ，１Ｈ），８．６４（ｄｄ，Ｊ＝４．７，１．４Ｈｚ，１Ｈ），８．０７－８．０
０（ｍ，２Ｈ），７．４６（ｄｄｄ，Ｊ＝８．３，４．８，０．７Ｈｚ，１Ｈ），３．８
５－３．６１（ｍ，２Ｈ），３．２３－３．０８（ｍ，１Ｈ），３．０３－２．７６（ｍ
，３Ｈ），２．７４－２．５２（ｍ，４Ｈ），１．１８（ｔ，Ｊ＝７．２Ｈｚ，３Ｈ）；
ＥＳＩＭＳ　ｍ／ｚ　４２３（［Ｍ＋Ｈ］+）。
【実施例４】
【００７４】
相乗効果の存在の測定
　Ｃｏｌｂｙ　Ｓ．Ｒ．，“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ
　Ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍ
ｂｉｎａｔｉｏｎｓ，”Ｗｅｅｄｓ，１９６７，１５，２０－２２に記載されている方法
を、配合された有害生物防除組成物中のスルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物
と有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩との間の相乗
効果の存在を測定するために使用した。この方法では、実験で観察された配合された有害
生物防除組成物の昆虫の防除パーセントを、以下の式（１）（今後“Ｃｏｌｂｙの式”と
言う）により算出される「予測」防除パーセント（Ｅ）と比較した。
【００７５】
【数１】

【００７６】
　　式中、
　Ｘは、所定の率（ｐ）で第一の有害生物防除剤での防除パーセントであり、
　Ｙは、所定の率（ｑ）で第二の有害生物防除剤での防除パーセントであり、そして
　Ｅは、ｐ＋ｑの率での第一および第二の有害生物防除剤により予測される防除である。
【００７７】
　配合された有害生物防除性で観察された防除パーセントが、Ｅより高い場合、配合され
た有害生物防除組成物中のスルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物と有害生物防
除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩との間に相乗効果が存在す
る。配合された有害生物防除性で観察された防除パーセントが、Ｅに等しいか、またはそ
れより低い場合、配合された有害生物防除組成物中のスルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴ
ニスト化合物および有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得
る塩との間に相乗効果は存在しない。
【実施例５】
【００７８】
茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓに対するＮ－（３－クロロ－１－（ピ
リジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３
－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（ＩＩ）およびスルホキサフロ
ルの相乗効果
【００７９】
実施例５Ａ
　有害生物防除組成物は、約０．０４重量％のＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－
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ロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド（今後「化合物ＩＩ」と言う）を約０．００
０１５６重量％のスルホキサフロルと徹底的に混合することにより調製した。
【００８０】
　バイオアッセイを行い、ここでは異なる活性化合物を５匹の茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈ
ｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓの第二齢の若虫の餌に散布した。食餌処理から６日後に測定した
防除パーセントは表２に表す通りであった。茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅ
ｒｏｓに対する有害生物防除組成物の防除パーセントは「観察された」作用として測定さ
れ、そして約０．０４重量％の化合物ＩＩを使用して、そして約０．０００１５６重量％
のスルホキサフロルのみを使用して得られた防除パーセントと比較した。Ｃｏｌｂｙの「
予測作用」は、既に記載したＣｏｌｂｙの式を使用して算出した。
【００８１】
【表２】

【００８２】
　表２に示したように、茶色カメムシに対して観察された有害生物防除組成物の防除パー
セント（１００％）は、Ｃｏｌｂｙの式により予測された防除パーセント（２０％）より
５倍高かった。これはＣｏｌｂｙの予測作用より４００％改善した。これは開示した組成
物中の化合物ＩＩとスルホキサフロルとの間に、茶色カメムシに対する相乗効果があるだ
けでなく、そのような相乗効果が大規模であることは驚きであり、予想しないものであっ
た。
【００８３】
実施例５Ｂ
　有害生物防除組成物は、約０．０４重量％の化合物ＩＩを約０．００００７８重量％の
スルホキサフロルと徹底的に混合することにより調製した。
【００８４】
　バイオアッセイを行い、ここでは異なる活性化合物を５匹の茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈ
ｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓの第二齢の若虫の餌に散布した。食餌処理から６日後に測定した
防除パーセントは表３に表す通りであった。
【００８５】
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【００８６】
　表３に示したように、食餌処理から６日後に茶色カメムシに対して観察された有害生物
防除組成物の防除パーセントは１００％であった。一方、化合物ＩＩ　およびスルホキサ
フロルは単独で使用した場合、茶色カメムシに対して防除を示さず、したがってＣｏｌｂ
ｙの式により予測される防除パーセントはゼロであった。すなわち約０．０４重量％の化
合物ＩＩおよび約０．００００７８重量％のスルホキサフロルを含んでなる有害生物防除
組成物は、茶色カメムシに対して相乗効果を示した。
【実施例６】
【００８７】
茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓに対するＮ－（３－クロロ－１－（ピ
リジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３
－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）およびスルホキサフロルの相乗効
果
　有害生物防除組成物は、約０．０４重量％のＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオ
ロプロピル）チオ）プロパンアミド（今後「化合物Ｉ」という）を約０．０００６２５重
量％のスルホキサフロルと徹底的に混合することにより調製した。
【００８８】
　活性化合物は、０．０２５％の非イオン性界面活性剤ＴＷＥＥＮ（商標）２０を含む１
０％アセトン溶液に配合した。バイオアッセイはそれぞれの異なる活性溶液について行っ
た。豆片（ｂｅａｎ　ｐｉｅｃｅ）（約２．５４ｃｍ長）をこの試験に使用した。４粒の
豆片を各試験活性溶液に入れ、そしてそこに１０分間放置した。豆片を活性溶液から取り
出し、そして各片を３２ウェルトレイのウェルに入れ、そして風乾した。３匹の南アメリ
カ茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓの第３齢若虫を各ウェルに蔓延させ
た。処理から４日後に測定した防除パーセントは表４に示す通りであった。
【００８９】
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【表４】

【００９０】
　表４に示したように、カメムシに対して観察された有害生物防除組成物の防除パーセン
ト（２５％）は、Ｃｏｌｂｙの式により予測された防除パーセント（８％）より高かった
。これはＣｏｌｂｙの予測作用より２１２．５％改善した。したがって約０．０４重量％
の化合物Ｉおよび約０．０００６２５重量％のスルホキサフロルを含んでなる有害生物防
除組成物は、南アメリカ茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓに対して有意
な相乗効果を表した。
【実施例７】
【００９１】
　ミカンキイロアザミウマ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓに
対するＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）
－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ
）およびスルホキサフロルの相乗効果
【００９２】
実施例７Ａ
　有害生物防除組成物は、約０．０４重量％のＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオ
ロプロピル）チオ）プロパンアミド（今後「化合物Ｉ」という）を約０．００００７８重
量％のスルホキサフロルと徹底的に混合することにより調製した。
【００９３】
　活性化合物は、０．０２５％の非イオン性界面活性剤ＴＷＥＥＮ（商標）２０を含む１
０％アセトン溶液に配合した。綿の葉の打ち抜きをバイオアッセイに使用した。２枚の綿
の葉の打ち抜きを各溶液中に入れ、そしてそこに１０分間放置した。葉を溶液から取り出
し、別々のペトリ皿中の１枚の濾紙上に置き、そして風乾した。各葉の面は、複製物であ
ると考えられた。複製物あたり５匹のミカンキイロアザミウマ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌ
ｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓの幼虫期２の若虫（ｌａｒｖａｌ　ｓｔａｇｅ　２　ｎ
ｙｍｐｈ）を蔓延させた。処理から３日後に測定した防除パーセントは表５に示す通りで
あった。
【００９４】
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【表５】

【００９５】
　表５に示すように、ミカンキイロアザミウマに対して観察された有害生物防除組成物の
防除パーセント（２０％）は、Ｃｏｌｂｙの式に従い予測された防除パーセント（１０％
）より高かった。これはＣｏｌｂｙの予測作用より１００％改善した。したがって０．０
４重量％の化合物Ｉおよび約０．００００７８重量％のスルホキサフロルを含んでなる有
害生物防除組成物は、ミカンキイロアザミウマ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉ
ｄｅｎｔａｌｉｓに対して有意な相乗効果を表した。
【００９６】
実施例７Ｂ
　有害生物防除組成物は、約０．０４重量％の化合物Ｉを約０．０００３１２５重量％の
スルホキサフロルと徹底的に混合することにより調製した。
【００９７】
　０．０２５％の非イオン性界面活性剤ＴＷＥＥＮ（商標）２０を含む１０％アセトン溶
液に配合した活性化合物は、実施例７Ａに記載した手順を使用してミカンキイロアザミウ
マ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓについて試験した。処理か
ら３日後に測定した防除パーセントは表６に示す通りであった。
【００９８】
【表６】

【００９９】
　表６に示すように、ミカンキイロアザミウマに対して観察された有害生物防除組成物の
防除パーセント（３０％）は、Ｃｏｌｂｙの式に従い予測された防除パーセント（１０％
）より高かった。これはＣｏｌｂｙの予測作用より２００％改善した。したがって０．０
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有害生物防除組成物は、ミカンキイロアザミウマ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃ
ｉｄｅｎｔａｌｉｓに対して有意な相乗効果を表した。
【０１００】
実施例７Ｃ
　有害生物防除組成物は、約０．０４重量％の化合物Ｉを約０．００１２５重量％のスル
ホキサフロルと徹底的に混合することにより調製した。
【０１０１】
　０．０２５％の非イオン性界面活性剤ＴＷＥＥＮ（商標）２０を含む１０％アセトン溶
液に配合した活性化合物は、実施例７Ａに記載した手順を使用してミカンキイロアザミウ
マ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓについて試験した。処理か
ら３日後に測定した防除パーセントは表７に示す通りであった。
【０１０２】
【表７】

【０１０３】
　表７に示すように、ミカンキイロアザミウマに対して観察された有害生物防除組成物の
防除パーセント（２０％）は、Ｃｏｌｂｙの式に従い予測された防除パーセント（１０％
）より高かった。これはＣｏｌｂｙの予測作用より１００％改善した。したがって０．０
４重量％の化合物Ｉおよび約０．００１２５重量％のスルホキサフロルを含んでなる有害
生物防除組成物は、ミカンキイロアザミウマ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄ
ｅｎｔａｌｉｓに対して有意な相乗効果を表した。
【０１０４】
実施例７Ｄ
　有害生物防除組成物は、約０．０４重量％の化合物Ｉを約０．０２重量％のスルホキサ
フロルと徹底的に混合することにより調製した。
【０１０５】
　０．０２５％の非イオン性界面活性剤ＴＷＥＥＮ（商標）２０を含む１０％アセトン溶
液に配合した活性化合物は、実施例７Ａに記載した手順を使用してミカンキイロアザミウ
マ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓについて試験した。処理か
ら３日後に測定した防除パーセントを表８に示す通りであった。
【０１０６】
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【表８】

【０１０７】
　表８に示すように、ミカンキイロアザミウマに対して観察された有害生物防除組成物の
防除パーセント（１００％）は、Ｃｏｌｂｙの式に従い予測された防除パーセント（８０
％）より高かった。これはＣｏｌｂｙの予測作用より２５％改善した。したがって０．０
４重量％の化合物Ｉおよび約０．０２重量％のスルホキサフロルを含んでなる有害生物防
除組成物は、ミカンキイロアザミウマ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔ
ａｌｉｓに対して有意な相乗効果を表した。
【実施例８】
【０１０８】
Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ－
エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）また
はＮ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ
－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド
（ＩＩ）およびスルホキサフロルの相乗効果
　有害生物防除組成物は、化合物Ｉ（重量％）または化合物ＩＩ（重量％）を、スルホキ
サフロル（重量％）と徹底的に混合することにより調製することができる。
【０１０９】
　バイオアッセイは、異なる活性化合物について実施例５Ａに記載したものと同じ手順を
使用して、茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓに対して行うことができる
。防除パーセントは処理後、ある時期に測定することができる。
【０１１０】
　バイオアッセイは、異なる活性化合物について実施例７に記載したものと同じ手順を使
用して、ミカンキイロアザミウマ、Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌ
ｉｓに対して行うことができる。防除パーセントは処理後、ある時期に測定することがで
きる。
【０１１１】
　茶色カメムシに対して観察された有害生物防除組成物の防除パーセントは、Ｃｏｌｂｙ
の式に従い予測される防除パーセントより高くなると予測される。したがって化合物Ｉ（
重量％）または化合物ＩＩ（重量％）およびスルホキサフロル（重量％）を含んでなる有
害生物防除組成物は、茶色カメムシに対して相乗効果を示すと予測される。
【０１１２】
　ミカンキイロアザミウマに対して観察された有害生物防除組成物の防除パーセントは、
Ｃｏｌｂｙの式に従い予測される防除パーセントより高くなると予測される。したがって
化合物Ｉ（重量％）または化合物ＩＩ（重量％）およびスルホキサフロル（重量％）を含
んでなる有害生物防除組成物は、ミカンキイロアザミウマ対して相乗効果を示すと予測さ
れる。
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【０１１３】
　本開示は様々な変更形態および代替形態の影響を受ける可能性があるが、本明細書には
具体的な態様を例として詳細に記載してきた。しかし本開示は本明細書に開示した特定の
形態に限定することを意図していないと理解すべきである。むしろ本開示は、以下に添付
する請求の範囲およびそれらの法的均等物により定められるように、本開示の範囲に入る
全ての変更態様、均等物および代替物を網羅するものである。
【手続補正書】
【提出日】平成27年3月11日(2015.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相乗的に有効な量の：
　　スルホキシイミン系ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アゴニスト化合
物；および
　　Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－
Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパンアミド（Ｉ）
，Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－Ｎ
－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル）プロパンアミド
（ＩＩ）

【化１】

　　またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除剤；
を含んでなる有害生物防除組成物。
【請求項２】
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　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物が、スルホキサフロルを含んでなる請
求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　さらに植物学的に許容され得る不活性担体を含んでなる請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　さらに界面活性剤、安定化剤、催吐剤、崩壊剤、消泡剤、湿潤剤、分散剤、結合剤、染
料、充填剤またはそれらの組み合わせから選択される添加剤を含んでなる請求項１に記載
の組成物。
【請求項５】
　さらに殺ダニ性、殺藻性、殺鳥性、殺バクテリア性、殺菌・殺カビ性、除草性、殺虫性
、ナメクジ駆除性、殺線虫性、殺鼠性、殺ウイルス性、またはそれらの特性の組み合わせ
を有する１もしくは複数の化合物を含んでなる請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　さらに摂食阻害物質、鳥類忌避剤、不妊剤、除草剤薬害軽減剤、昆虫誘引剤、昆虫忌避
剤、哺乳動物忌避剤、交尾攪乱剤、植物活性化剤、植物成長調整物質、相乗剤またはそれ
らの組み合わせである１もしくは複数の化合物を含んでなる請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約５１３：１以下で
ある請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約２５６：１以下で
ある請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　相乗的に有効な量の：
　　スルホキシイミン系ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アゴニスト化合
物；および
　　有害生物防除剤Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール
－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）チオ）プロパ
ンアミド（Ｉ）
【化２】

　　またはそれらの農業的に許容され得る塩；
を含んでなり、有害生物防除剤（Ｉ）またはそれらの農業的に許容され得る塩　対　スル
ホキシイミン系ＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約２：１～約１２８：１である有害
生物防除組成物。
【請求項１０】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除



(33) JP 2016-534086 A 2016.11.4

剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約６４：１以下であ
る請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩から選択される有害生物防除
剤　対　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約３２：１以下であ
る請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　相乗的に有効な量の：
　　スルホキシイミン系ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アゴニスト化合
物；および
　　有害生物防除剤Ｎ－（３－クロロ－１－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－ピラゾール
－４－イル）－Ｎ－エチル－３－（（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル
）プロパンアミド（ＩＩ）
【化３】

　　またはそれらの農業的に許容され得る塩；
を含んでなる有害生物防除組成物であって、有害生物防除剤（ＩＩ）またはそれらの農業
的に許容され得る塩　対　スルホキシイミン系ＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比が約２
５６：１～約５１３：１である上記の有害生物防除組成物。
【請求項１３】
　有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩、およびスル
ホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比がＸ：Ｙであり；ここで
　Ｘが有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩の重量部
であり、そして数値範囲が０＜Ｘ＜２０であり；
　Ｙがスルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量部であり、そして数値範囲
が０＜Ｙ＜２０である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　有害生物防除剤（Ｉ）、（ＩＩ）またはそれらの農業的に許容され得る塩、およびスル
ホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物の重量比の範囲がＸ1：Ｙ1～Ｘ2：Ｙ2であり
；ここで以下の条件：
（ａ）　Ｘ1＞Ｙ1かつＸ2＜Ｙ2；または
（ｂ）　Ｘ1＞Ｙ1かつＸ2＞Ｙ2；または
（ｃ）　Ｘ1＜Ｙ1かつＸ2＜Ｙ2

の一つが満たされる、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　請求項１に記載の有害生物防除組成物を、有害生物の集団付近に有害生物を防除するた
めに十分な量で散布することを含んでなる有害生物の防除法。
【請求項１６】
　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物がスルホキサフロルを含んでなる請求
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項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　有害生物が、樹液を餌とする昆虫を含んでなる請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　有害生物が茶色カメムシ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓである請求項１５に記載
の方法。
【請求項１９】
　植物を請求項１に記載の有害生物防除組成物と接触させることを含んでなる、昆虫によ
る発生および攻撃から植物を保護する方法。
【請求項２０】
　スルホキシイミン系ｎＡＣｈＲアゴニスト化合物が、スルホキサフロルを含んでなる請
求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　請求項１に記載の有害生物防除組成物を、有害生物の集団付近に散布することを含んで
なる有害生物の防除法であって、有害生物がミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎ
ｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）を含んでなる上記方法。
【請求項２２】
　請求項９に記載の有害生物防除組成物を、有害生物の集団付近に散布することを含んで
なる有害生物の防除法であって、有害生物がＥｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ（茶色
カメムシ）を含んでなる上記方法。
【請求項２３】
　請求項９に記載の有害生物防除組成物を、有害生物の集団付近に散布することを含んで
なる有害生物の防除法であって、有害生物がミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎ
ｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）を含んでなる上記方法。
【請求項２４】
　請求項１２に記載の有害生物防除組成物を、有害生物の集団付近に散布することを含ん
でなる有害生物の防除法であって、有害生物がＥｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ（茶
色カメムシ）を含んでなる上記方法。
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